
 

 

 

 

 

       

学校法人二階堂学園創立百周年記念事業報告  

会長 山下 敬緯子 

会員の皆様、初めに 10 月 25 日の学校法人二階堂学園創立百周年記念式典・

祝賀会、翌日 26 日の百周年記念シンポジウムは、両日ともに快晴の日和に恵ま

れ、新設した「学園創立百周年記念館」において恙なく挙行されました。 

本記念館の建設には、10年の歳月をかけ、関係者の叡智を結集して来られま

した。当日、法人から招待されました旧役員、支部長はじめ多くの松徳会会員

の皆様に参集いただきましたこと、心よりお礼申し上げます。この度の行事に

ついて、法人では約 1,000 名の方に招待状をお送りしたと伺っております。 

 

式典は、「二階堂トクヨ記念講堂」にて行われました。ニチ

ジョカラーのエンジ色を基調とした客席は 656 席、ステージ

は 10 間×6 間の造りでした。それは、それは演舞するに足る

広さで、創立百周年を記念するレガシーとなる建物に懸ける

思いの詰まった設計でした。その講堂に松徳会から贈呈した

緞帳は、重厚且つ繊細、躍動感あふれながらも優しい色彩か

ら、ニチジョのポリシーを可視化できたと思います。返す返す、前会長桂眞弓先生筆頭に旧本部役員

の皆様が思い描いたとおりの仕上がりに、現役員一同安堵しております。講堂の椅子には、銘板募金

されたお名前が刻印されています。 

式典には来賓として、文部科学大臣、日本私学大学協会会

長、一般社団法人全国体育スポーツ系大学協議会会長、世田

谷区長、バーグマン・オスターバーグユニオン各位から祝辞

が述べられました。記念品として、松徳会から奨学金二千万

円並びに緞帳を、桐の会から奨

学金五百万円を贈呈しました。

式典後の演技発表会は、大学、

二階堂高校から 13 演目のプログラムが披露されました。洗練された

数々の演舞に、誰もが心酔されたことでしょう。日夜、ご指導下さった

顧問の先生方に心より敬意を表します。 
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祝賀会では、学校関係功労者表彰、スポーツ関係功労者の表彰がございました。 

 

翌日の記念シンポジウムでは、「Keep the Legacy for Future (壱百年のレガシーを未来へ)」をテ

ーマとし、はじめに基調講演「プラチナ社会と女性の活躍」のタイトルで株式会社三菱総合研究所・

理事長、元東京大学総長の小宮山宏氏がご登壇、シンポジウムⅠでは「女子体育の温故知新～本学名

誉教授が振り返る」のタイトルで山川純氏(運動生理学の立場から)、金井芙三枝氏(ダンス教育の立

場から)、石﨑朔子氏(競技スポーツの立場から)がご登壇、シンポジウムⅡでは「スポーツ・ダンスの

多様性と未来」のタイトルでオリンピアンの小平奈緒氏、ヨーコ・ゼッターランド氏、増田明美氏、

卒業生のダンサー・振付家三東瑠璃氏、がご登壇されました。シンポジウムⅠ、Ⅱではお一人 15 分

の持ち時間であったため、大変凝縮してのご講演、もっともっと語っていただきたかったと心底から

そう思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生初の理事長となられました石﨑朔子先生が、心血注がれてこられた証が体現された一連の催

事でした。百年の歴史を噛みしめるとともに、未来を展望し、何を為すべきか具現化していく糧にし

ていかなければと、「日に新たに、日を新たに」です。 

 



第 39 回松徳会セミナーについて  

第 39 回 日本女子体育大学 大学院 松徳会セミナー 実施要項 

母校に集う永遠の挑戦者たち  ～ ともにつながり未来へ繋ぐ 

 

1． 目 的 ：  健康で生き生きとした生活を送るため、年齢・性別・障がいの有無を問わず、ラ 

イフステージに応じた健康についての理論や実技を学び、あわせて地域スポーツ 

の活動推進へと繋がることを目的とする。 

2．主 催 ： 日本女子体育大学 大学院 同窓会 松徳会 

3. 主 管 ： 松徳会実行委員会 

4. 後 援 ： 日本女子体育大学 大学院 

5. 期 日 ： 令和 6（2024）年 8月 3日（土）・4日（日）   

6. 会 場 ： 日本女子体育大学（住所）東京都世田谷区北烏山８－１９－１         

           （アクセス）京王線千歳烏山駅から小田急バス「吉祥寺駅」行き乗車で７分 

7. 対  象 ：  松徳会会員、幼小中高大学の教職員、地域やスポーツ団体の指導者、老人クラブ 

などの指導者、介護及び福祉機関の関係者、大学生、高校生、自らの健康なからだ 

づくりや美しい動きに関心のあるすべての皆様 
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9．受講料  

(1)会場参加 

区  分 全日参加 一日参加 

松徳会 会員 10,000 円 5,000 円 

一 般 12,000 円 6,000 円 

大学生・院生・高校生 5,000 円 2,500 円 



(2)会場参加・オンデマンド配信希望 

区  分 全日参加・オンデマンド配信 一日参加・オンデマンド配信 

松徳会 会員 11,000 円 5,500 円 

一 般 13,000 円 6,500 円 

大学生・院生・高校生 6,000 円 3,000 円 

(3)オンデマンド配信希望    全講座 5,000 円   各１日 2,500 円 

（オンデマンド視聴期間は、2か月間とする） 

10．総会・交流会：8 月 3日（土）  大学内 学生会館 ２階  交流会参加費 （3,000 円） 

※ 参加人数により会場が変更になる場合もあります。 

11．申込方法 

Web での申込 書面での申込 

① 日本女子体育大学「松徳会」ホームページ

にアクセス 

② 「申込フォーム」に必要事項を入力・送信 

 

 

① チラシにある申込用紙を利用し、必要事項

を記入 

② 申込書をダウンロードし、必要事項を記入 

③ 申込書を事務局へＦＡＸまたは郵送、また

はメールに添付し送信 

12．受講料振込先  みずほ銀行 調布仙川支店 

（店番 ２７２）口座番号（普）２５３７５９７ 日本女子体育大学松徳会 

申込締切  2024 年 7 月 1 日（月）必着    （入金日の記入もお願いします） 

            申込書到着と受講料納入をもって参加確定とします。 

  ※キャンセルは 7月 25 日(木)までに限り受付け、会費から諸経費を差し引いて返金します。 

  ※参加日の損害保険料も含まれています。 

  ※悪天候などで災害を予想される場合セミナーを中止することもあります。 

        

        

 

 

 

 

 

 

一般会計の財務計画について  

令和 5年度は二階堂学園創立百周年記念、松徳会創立 80 周年記念事業と大きな事業が行われ 

ました。これまで積み立ててきた財産で大学への奨学金、学園創立百周年記念館講堂の緞帳を贈

呈しました。松徳会創設 80 周年記念事業においては、大学と折半での式典招待者への記念品と

松徳会創設 80 周年記念誌を制作しました。これからも松徳会は、歴史を受け継ぎ、同窓生をつ

なげて支援し学園を盛り上げて行ける活動をしていきたいと思います。財源確保のため、予算の

見直しを考慮しながら、会費未納者への納入を働きかけ、収入増につながる財政対策を講じてい

きます。 

＜申込み書・郵送先問い合わせ＞ 

 日本女子体育大学松徳会事務局 

  〒１５７－００６１ 東京都世田谷区北烏山８－１８－３６ 

            ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０３－３３０９－１２５８ 

※ 月・火・木・金 の１０：００～１７：００は事務員が対応します。 

( 水・土・日と時間外は留守番電話対応です ) 



《事業計画の経過》 

（1）会費未納者（全学年 668 名）へ納入願を送付 

10 月末時点で 21 名の納入がありました。再度 12月と 4年生には 2月にも再送付を予定 

しています。 

（2）メール会員の登録 

   令和 4年度卒業生から会報誌や情報をメール配信で行い、印刷費と郵送料の削減をしてい 

ます。希望者には郵送対応も行っています。 

（3）「松徳会運営募金事業」への協力依頼 

松徳会運営に係る協賛金の寄付を受け付けています。10 月末時点で寄付者 3名。 

（4）「ふるさと自慢事業」の継続 

会員の皆様に協力業者の安心安全な地元商品を紹介し、皆 

 様が購入された代金の一部を協力業者から「寄付」という 

形で松徳会が受け取る企画。詳細は会報誌の最終ページを 

参照してください。皆様のご協力宜しくお願い致します。 

    ◎令和 5 年度新規加入した業者「花音～カノン～」から 

松徳会の集いで、石﨑理事長にアレンジメントのお花 

を送りました。 

 

 本部運営経過報告（4 月～10 月）  

 １ 会議・事業報告 

（1）令和 5年度評議員会：書面決議 有効回答数 45／52 

会則 評議員会の決議 第 15条の１・２項 評議員の 2／3以上によって成立。 

  議案は、賛成多数で全て承認されました。 

(2) 令和 5年度臨時評議員会「松徳会会則改正について」：書面決議  有効回答数 44／52 

会則 評議員会の決議 第 15条の１・２項 評議員の 2／3以上によって成立。 

議案「松徳会会則改正案」は賛成多数で承認されました。 

令和 5年 10 月 2 日：会則改正・施行 

  (3)常任理事会（4回）4月 7日（金）・4月 14 日（金）・5月 14 日（日）・10月 9日（月） 

 (4)理事会(2回) 6 月 4 日（日）・10月 15 日（日） 

 (5)総会・交流会：6月 25 日（日）対面・オンライン会議併用 

(6)委員会 

松徳会創設 80周年記念事業委員会：10月 2日（月）対面・オンライン会議併用 

第 10回松徳会創設 80 周年記念誌編集委員会（念校校了）：4月 24 日（月） 

    第 11 回松徳会創設 80周年記念誌編集委員会：5月 12 日（金） 

    松徳会奨励金運営委員会：9月 14日（木）第Ⅰ期 研究部門・実技部門申請者審議  

【松徳会行事】 

4 月 1日（土）令和 4年度会計監査 於：研修会館 監査：藤平郁子・熊谷静代 

    4 月 4日（火）大学 4年生オリエンテーション後、13:00～ 松徳会について説明会 

            山下敬緯子会長、寺山喜久副会長、髙橋嘉子理事長、木津美佳理事 

            森田陽子・木皿久美子学内教職員、伊藤聖子事務職員 



  

5 月 27 日（土）清寿先生の墓参（山下敬緯子会長・髙橋嘉子理事長） 

8 月 30 日（水）第 65 号松徳会報発行 

10 月 25 日（水）祝賀会終了後、「松徳会 会員の集い」を学生会館 2階にて開催 

【大学行事】 

4 月  3 日 (月）大学入学式 山下敬緯子会長参列 

4 月 14 日（金）大学行事 二階堂トクヨ先生墓参 山下敬緯子会長参列 

10 月 25 日（水）学校法人二階堂学園創立百周年記念事業 式典・演技発表会・祝賀会 

10 月 26 日（木）学校法人二階堂学園創立百周年記念事業 シンポジウム 

10 月 28 日・29日（土・日）大学 健美祭 

 

 令和５年度 松徳会総会・交流会の開催  

学園百周年記念式典が 10 月 25 日に予定されていたため、対面とオンライン会議で 6 月に開催。 

1 開 催 日  令和 5年 6月 24 日（日）午後 1時～3時 30 分 

2 開催方法  研修会館にて対面・Webex によるオンライン会議 

3 対 象 者  松徳会会員、今回は特に支部長、学年幹事の参加

と地区会員の方への参加をお願いした。 

参加申込者数：36名（研修会館にて参加：8名  

オンライン参加：28 名） 当日参加者 31 名 

4 日程・次第  開会 13:00 

      会長挨拶の後、来賓紹介、ご挨拶を二階堂学園理事長  

石﨑朔子氏よりいただいた。 

 ≪第 1部 総会≫ 

    令和 4年度事業報告及び決算報告、令和 5 年度事業計画 

及び予算計画、松徳会創設 80周年記念事業について 

  ≪第 2部 交流会≫ 

グループ討議：意見・情報交換（活動状況や課題等） 全体会：各グループ報告 

 支部ブロック 参加者     ◎司会者 

１ A 北海道・東北 
◎矢口和代（山形）   鎌田真起子（北海道） 中島千恵子（宮城）   

鈴木美智子（福島） 

２ B 関東・東京 
◎山崎早苗（栃木）   木津美佳（東京）   熊谷静代（埼玉）   

  光野敦子（埼玉）   加藤眞理子（千葉）    

３ C 中部 ◎市場生野（新潟）     永田玲子（岐阜） 

４ D 近畿 ◎辻井美惠子（滋賀）   福元嘉代子(大阪)     齊山美津子(兵庫)     

５ E 中国・四国 ◎岡田貴美（岡山）     大上紋子(愛媛)       上西恵子(広島) 

６ 
F 沖縄・九州 

韓国 

◎三ツ木真由美（大分） 古城啓子（熊本）     髙野美和子（東京）   

玄 悕禎（韓国） 

７ G 学年幹事 
◎髙橋嘉子（埼玉）    森田陽子（東京）      豊田孝子（東京）    

 木皿久美子（東京）   田島八重子（東京） 



全国支部長の皆様へ （山下会長よりメッセージ） 

百年に一度の大イベントに、残念ながらご出席できませんでした支部長の皆様には 

本部だよりで多くの紙面を割きまして、式典等の写真を掲載しております。 

卒業生は４万５千人を超えるまでになりましたが、松徳会に思いを寄せ、支援の輪を 

広げようとしても、各支部の運営が成立しない危機に直面しているお話を耳にすること 

が大変多くなりました。緊急事態と受け止めています。 

時々刻々と変化する社会情勢への対応とともに人との繋がりをどこに求めるのか多様 

化しています。松徳会会員においても若い世代の取り込みに挑戦するも、自身の生活で 

目いっぱいの現状から余裕がないとの声が多く届いております。 

端的に申し上げれば、「財なくば、動けず」ということになりましょうか。 

この大きな課題を克服するための手立てを模索中です。心ある会員とともに知恵を絞る 

しかありません。皆様からの提案、妙案をお待ちしております。 

 

 

 奨励金について  

 

令和 5 年度松徳会奨励金寄付状況 

寄付金状況は、昨年度の同じ時期と比較してみると寄付者の人数・寄付金ともに少ない状況

です。これは正会員および準会員の研究や国際大会に出場する方々へ給付するものです。 

令和 5 年 10 月末までにご寄付下さった方々の人数と寄付金を昨年度の同じ時期と比較する

と人数的には約半数です。会員の皆様に更にお声を掛けて頂きますようお願い申し上げます。 

【令和 5年 10 月末現在】 寄付者 50 名  寄付金額 49 万円 

【令和 4年度 10 月末】  寄付者 97 名  寄付金額 66 万円 

Ⅰ　研究部門

Ⅱ　実技部門【団体】　日本女子体育大学ソングリーディング部

氏名 学年 学科 結果 開催国 大会期間

日下部乃映 3年 ダンス

他21名

※ソングリーディングはオリンピック種目にない事から奨励金要項に則り18万円を給付する。

2023(令和5年度)　第Ⅰ期 松徳会奨励金 研究部門・実技部門申請者と給付

2023 ICU World Cheer leading

Champipnnshipps

Jazz部門

第2位

　　1　濱中　乙希　 所属機関　  ：日本女子体育大学4年(共同研究者　永野　康治)

　　　　　　　   　　研究テーマ  ：大学女子剣道選手の肩関節回旋可動域の左右の差について

               　　　　 　研究発表　  ：日本アスレティックトレーニング学会ポスター発表(令和5年7月8日～9日)

　　2　福留よしの　所属機関　　：日本女子体育大学大学院(共同研究者　古泉　佳代)

　　　　　　　 　 　研究テーマ   ：A staudy of arrangemennt of side dishes in bento boxes favored by aesthetc athletes

                                               　　 (減量する審美系アスリートに好まれるおべんとうの盛り付け方の検討)

                         　　研究発表　  ：European College of Sport (フランス　パリ) ポスター発表(令和5年7月4日～7日)

　　3　伊藤　奈々　所属機関　  ：日本女子体育大学大学院(共同研究者　芳地　泰幸)

　　　　　　 　　　 研究テーマ  ：学校教育現場における女性教員のキャリア研究の動向と今後の課題

　　　　　　　  　　研究発表　  ：日本体育・スポーツ・健康学会ポスター発表(令和5年8月30日～9月1日)

　　　　　　　　　　　　　 　　：人類働態学会発表予定(令和5年11月11日～)　※第Ⅱ期に申請してもらう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給付者数2名又は２グループとする(規程集)

       ※申請者濱中、福留に関しては奨励金要項に則り各10万円を給付する

Florida,USA
R5年4月19日～

21日

大会名

    　※ポスター発表者への給付金は今後検討する。



  松徳会の集い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時  令和 5年 10 月 25 日(水)  午後 4時～5時 25 分 

開催場所  学生会館 2F 

参加者   45 名 

 

学園百周年記念事業としての式典、演技発表

会、シンポジウムは松徳会が贈呈した素晴らしい

緞帳のある学園百周年記念体育館で行われまし

た。それを観て松徳会に対する誇りが更に大きく

膨らみました。 

26 日に実施されましたシンポウムでは基調講

演、アスリートの方々のお話し、そして石﨑理事

長の新棟立ち上げのご苦労話しを聞き卒業生である石﨑理事長の熱い気持ちが伝わってきました。 

25 日に行われた“松徳会の集い”では支部長、会員の皆様の交流が心温くなる充実した会になり

ました。集いにご参加くださいました皆様、本当にありがとうございました。 

【次 第】 

1  開会の言葉(司会 永田副会長)  

2  山下会長挨拶 

3 石﨑二階堂学園理事長への花盛り贈呈 

4 石﨑二階堂学園理事長挨拶 

  記念撮影(テラスにて) 

      ～歓談～ 

5 片岡第 9代会長挨拶 

6 桂第 10代会長挨拶 



 

 

 

 

 

 

7 各部長からの報告及びお願い 

  ・上西企画部長：令和 6年度セミナー (令和 6年 8月 3日～4日) 

  ・平井財務部長：財政対策として今後も寄付のお願いをしたい 

  ・市場会報部長：松徳会報、本部だより、HP 

8 学内理事の紹介 

9 支部の活動 

  ・千葉県支部 田久保支部長 

  ・大阪府支部 福元支部長 

10 寺山副会長挨拶 

11 平尾智恵子先生の挨拶 

12 石﨑理事長から松徳会創設 80周年のお祝金贈呈 

13 閉会の言葉(司会 永田副会長) 

 

 会報部から  

◎65号記念号を今年度 8月に発行いたしました。「二階堂学園創立百周年事業」と「松徳会創設

80 周年の記念事業」を中心に掲載しました。今年度から、卒業生にメール会員になっていただ

くことになりました。会報の HP アップをお知らせし HP上で読んでいただくシステムです。 

◎2つの財政対策事業である「運営募金事業」と「ふるさと自慢事業」、多くの方にご理解を頂き 

募金していただきたいと思います。ふるさと自慢事業については一人でも多くの方に各地の自 

慢商品をご利用いただくことが松徳会の財政対策へと繋がっていきます。 

◎HPの支部ページをどうぞ活用してください。原稿をお待ちしております。できればまとめて HP 

にアップしたいと思いますので、今年の支部だよりを作られた支部長さんは、12 月中に HP 担当

下記宛に送ってください。 

辻井連絡先 PC アドレス mie-tsujii@nifty.com 

〒521-1333 滋賀県近江八幡市安土町内野 156 携帯番号 090-3466-5035 

 

◎個人情報に変更があった方は必ずご連絡をお願いします。番地や部屋番号等も 

 お間違いなく記入をお願いいたします。HPの個人情報変更フォームが便利で 

す。こちらをご利用ください。 

 



 

百周年寄付・銘板寄付報告  

 

(1)百周年寄付 

年 月 寄付金額(円) 寄付人数(人) 合計金額(円) 合計人数(人) 

令和 5年 4 月 35.000 4 54.969.794 2875 

     5 月 1.010.000 2 55.979.794 2877 

     6 月 0 0 55.979.794 2877 

     7 月 150.000 3 56.129.794 2880 

     8 月 20.200.000  76.329.794  

     9 月 86.000 3 76.415.794 2883 

    10 月 10.000 1 76.425.794 2884 

＊松徳会奨学金 2千万円も百周年記念寄付金の 8月に入金されていました。 

＊奨学金の寄付人数は入れていません。 

＊支部からの寄付は 21都道府県、その他の団体は 11 件となっています。 

 

 

(2)銘板寄付 

年 月 寄付金額(円) 寄付件数(席) 合計金額(円) 合計件数(席) 

令和 4年 9 月 4.830.000 161 4.830.000 161 

    10 月 1.230.000 41 6.060.000 202 

    11 月 300.000 10 6.360.000 212 

    12 月 210.000 7 6.570.000 219 

令和 5年 1 月 210.000 7 6.780.000 226 

     2 月 120.000 4 6.900.000 230 

     3 月 420.000 14 7.320.000 244 

     4 月 60.000 2 7.380.000 246 

     5 月 150.000 5 7.530.000 251 

     6 月 60.000 2 7.590.000 253 

     7 月 180.000 6 7.770.000 259 

     8 月 60.000 2 7.830.000 261 

     9 月 1.320.000 44 9.150.000 305 

    10 月 360.000 12 9.510.000 317 

＊現在 430 席／700 席 うち松徳会 317 席 残り 270 席 

＊銘板寄付は 700 席が埋まるまで続けます。今後ともご協力をお願いします。 

 


